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生産から販売までトータルでプロデュース
安心・安全な農業を次世代へと繋ぐ

株式会社あきお 代表取締役  松川 篤裕 氏  ×  生物資源工学研究所  三沢 典彦 教授

アカテガニの強力なバイオマス分解能力を有効利用する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生物資源工学研究所  三宅 克英  教授  

ごみの有効活用から循環システムの成立を考える
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生物資源工学研究所  楠部 孝誠  講師

・新たに着任した教員を紹介

・平成 28 年度石川県立大学公開講座
・開放特許

表紙PHOTO／能登の夏祭り（©石川県観光連盟）
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農産物の卸売業からスタートし、現在は大手外食産業
から高い評価を受ける野菜や果物の生産、商品のコー
ディネートまで手がける松川社長。3 つの会社で日本の
農業の発展に取り組んでいます。将来を見据えた事業
に対する熱い想いをお聞きしました。

  流通の出口から入口へ業務を拡大
三沢教授●会社案内を拝見すると、AVFグループとし
て3つの会社を経営されているようですが、どのような

会社なのですか。

松川氏●私はもとはスーパーマーケットで働いていた
のですが、流通業での経験を生かして生産者と消費者

をつなぐ仕事をしたいと思い、平成9年（1997）に「（株）

あきお」を立ち上げました。主な事業は、生鮮食品の卸

売業、農業生産物の販売・管理です。1年365日を通

して生鮮センターを運営し、日本全国の農場のネット

ワークから、お客様のニーズに沿った生鮮食品の受注

納品に対応しています。世の中が農産物のルーツやト

レーザビリティを重要視するよう

になり、「ごちそうさま」の声が聞

こえるような距離でお客様に情報

を伝え、安心を感じていただくた

めには、自ら農産物を生産するこ

との必要性を感じ、農業生産団

体の「（株）HARUSA」を創業し

ました。「あきお」は私が10代の頃に亡くなった父の名

前から、HARUSAは沖縄弁の「畑の人」の意味なんで

す。農業生産を始めると、どうしても市場に出せないサ

イズのものや形の悪いもの、傷のあるものができますの

で、そうしたものを食べやすく、使いやすく有効活用す

るために、野菜や果物と加工や商品コーディネートを行

う「（株）畑のシェフ」をつくりました。

三沢教授●お客様や市場のニーズに応えているうち
に、3つの会社が出来たということでしょうか。

松川氏●流通の出口に近いところからスタートし、自然
の流れの中で徐々に生産を入口とするなら入口に向

かっていったということです。

  厳しい基準をクリアし、大手メーカーと取引き
三沢教授●消費者があきおグループの商品を手に入
れるためには、スーパーマーケットで購入するというこ

とになるのでしょうか。

松川氏●スーパーや通販でも購入できますが、私ども
の商品をいちばん使っていただいているのは、外食産

業です。大手スーパーや外食産

業などの厳しい基準をクリアした

野菜や果物を生産し、直接納品

できるのがわが社の強みです。

食品に対して熱い思いを持って

いる、同じ涙が流せる（価値が

共有できる）相手と取引していま
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す。例えば、取引先の一つにモスバーガーで知られる

モスフードサービスさんがありますが、要求レベルが非

常に高く、アプローチを始めてから実際に採用していた

だくまでに11年かかりました。

三沢教授●それは、大変なご苦労ですね。
松川氏●そうですね。しかし、改めて考えますと、わが
社のアピールポイントにもなっていますし、リクルートな

どの際の話題にもできています。結果的には苦労した

ことが話のネタになり広報的なメリットもあったと考え

ています。

  能登の土で育てた野菜を全国へ
三沢教授●御社のお客様は全国にありますから、流通
を考えると都市圏の近くで生産した方が便利なようにも

思いますが、この石川県で農業を続ける理由は何かあ

るのでしょうか？

松川氏●確かに、私どもの商品は全国で販売しており、
長野や茨城といった太平洋側の産地と競合しながら商

売をしています。売上が10億円を超えた約10年前に、

石川県から能登の農業を活性化するための農業特区

の制度をつくるというお話をいただきまして、奥能登で

の生産を始めました。能登で全国で戦える野菜をつくる

ことを目的にしていまして、実際に大手メーカーで販売

するブランド野菜も生産しています。成功事例が出来

ると、能登の人たちも自信が持てますし、定住人口の拡

大にもつながります。実際に、県外からやってきてわが

社の畑で働いている若者が何人もいますよ。生産量的

には太平洋側より不利な部分もありますが、能登の自

然の赤土や海のミネラルは他にはない強みだと思いま

す。私が若い社員によく話すのは、ゴッホは、売れる絵

を描いたのではなく、好きな絵を描いたからたくさんの

作品に価値が付いたのだと。我々は売れるものをつく

るのではなく、好きなものをつくる、その思いがお客様

に届けば、それを食べたい、人に紹介したいと思ってく

れる。石川県の農産物のシェアは全国の1%もありませ

ん。だから真っ白なキャンバスだと思うのです。そこに

自分の好きな絵を描いて欲しいですね。

三沢教授●消費者に選ばれる生産者を育てているとい
うことですね。一般の農家と契約して栽培することもあ

るのですか。

松川氏●はい、あります。会社での栽培が種火になっ
て、他にも広がっていってほしいですね。人づくりから、

地域づくり、それが能登全体が元気になることにつなが

ればと考えています。農業をやっている社員には、将来

的には、もっと視野を広げて、全国52カ所の農場や契

約農場で生産から計画まですべてをマネジメントでき

る、自分の身の丈を超える経営者に育って欲しいと思っ

ています。

  若い人の就農を応援してほしい
三沢教授●石川県立大学とのお付合いはどのようなと
ころから始まったのでしょうか。

松川氏●私は、石川県立大学と共同研究や寄附講座
を行っている（株）アクトリーの役員も務めております

ので、以前より県立大学のことは存じ上げていました。

（株）アクトリーが産業廃棄物をリサイクルして作った

熱エネルギーをわが社では大型のハウス栽培に活用し

たりもしています。

三沢教授●最後に本学への要望がありましたら教えて
ください。

松川氏●キャンパスは金沢や野々市にあっても良いと
思いますが、それとは別に農場などに拠点を作って、若

い人の就農を応援する仕組みができると良いですね。

また、採用の面でも、ぜひ、ご協力いただければありが

たいです。

三沢教授●本日はありがとうございました。

能登での収穫祭

畑のシェフ

食 を 通して幸 せ づくり
　 　 　 　 　人 づくり
　 　 　 　 　元 気 づくり

企業理念



　の手のあまり入っていない原生林が海や河口と
接する、いわゆる海岸林は、まだ日本全国に多

く残されています。石川県でも能登半島の九十九湾や
加賀地方の大聖寺川河口域はそのような原生林がみ
られる領域です。これらの森林と周辺の海域は多くの
生物を育んでおり、豊かな生態系を形成しています。
森林内には陸ガニの一種アカテガニやクロベンケイガ
ニなどの生息がよく観察されます。森林が接する海域
でも様々な魚が生きています。これらの生物たちは、
豊かな海岸森林からの栄養分の恩恵を受けて、恵まれ
た環境で生活しています。昔から漁業に従事する人た
ちの間では、海岸林が魚を引きつけるという言い伝え
もあり、こうした森林は魚つき林とも呼ばれてきました。
つまり、森林と海は生態的につながっているのです。
森と海の間では物質循環があり、これが豊かな生態系
を作っているのです。私たちが研究対象にしている森
林内のアカテガニもこの大きな物質循環の流れの中で
重要な役割を果たしていると考えられます。アカテガ
ニは、森林地表面に積もった落ち葉や廃木片を食料と

し、分解した後は他の動物や海の生きものの
エサとなってこのサイクルに貢献しています。
このカニのバイオマス分解力は非常に強く、
切り株も食べてしまうほどです。私たちはこの
アカテガニのバイオマスを分解する力に注目
して研究を進めています。うまく利用できれ
ば、バイオマスエネルギーの開発などに役立
てることもできるはずです。
　アカテガニがバイオマスを分解する能力
を持っていると述べましたが、その能力につ
いて明らかになっていることは多くありませ
ん。私たちはこのバイオマス分解能力に微生
物が関わっていると考えています。干し草や

牧草などの植物を食料とするウシなどでは、ルーメン
と呼ばれる胃の中に多くの共生微生物を住まわせてい
ることが知られています。また、木造家屋などを食害す
るシロアリも、腸内に微生物を飼っています。これらの
共生微生物は、本体の牛やシロアリが分解できないバ
イオマス成分のセルロースを分解して、消化するのに
大きく貢献しているのです。私たちはアカテガニでも
共生微生物がバイオマス分解に役立っているのでは
ないかと思っています。
　これまでの研究では、アカテガニ消化管懸濁液から
非常に強いグアヤコール酸化活性（リグニン分解活
性）を検出できています。さらに抗生物質処理を施し
たカニではこの活性が弱まることから、細菌群がこの
活性に寄与しているのではないかと考えています。実
際、消化管懸濁液から採取した細菌がセルロースやリ
グニンを分解する能力を持っていることがわかってき
ました。今後は得られた細菌群をバイオマス分解に応
用する技術の開発に邁進できればと考えています。
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アカテガニの強力な
バイオマス分解能力を
有効利用する

能登の海岸林

アカテガニ

アカテガニ由来細菌の
リグニン分解活性



本学で活躍する教員に焦点をあてます。クローズ
アップ

Ｑ：どのような研究をされているのですか。
Ａ：有機物、特に食品廃棄物、生ごみ、畜産糞尿
などの有効利用や循環システムを形成するため
の手段や方法を環境、経済の側面から検証してい
ます。これに関連したテーマですが、能登地区な
ど人口減少が進む地区で、どうやって効率的にご
み処理を進めていけるかを考えています。技術的
な部分も対象となりますが、専門は発生から循環
までの仕組みを研究するシステム工学です。
　ごみが発生するところからスタートし、どのよう
に収集して、どんなルートでどこへ持って行って、
どう処理するのか、最終的には、処理をして出来
あがったものが新しい商品になって、買う人がい
なければ循環は成立しません。そのためには、経
済学や心理学なども含めて幅広い方向からのア
プローチが必要となります。他の先生方が研究さ
れている成果を社会で活用するために「つなぐ」
役割も担っていると思っています。循環システム
を成立させるために、社会全体を見通し、経済主
体相互の役割を検討し、システムの維持、情報管
理などシステムとしてのマネジメントの方法を研
究しています。
　リサイクルに対する意識はここ数年で高まりま
したが、根本的な問題が解決しているわけではあ
りません。ごみを分解して肥料を作っても、それを
使う農業者が減っているのでは、最終的な循環に
はなりません。ごみを出さないところから検討す
る必要もあります。人口減少や都市と地方の格差

など社会の様々な問題との関わりも深いんです。
元々、市民団体と協力しての活動も多く、現在は
バイオマス資源の有効利用、生ごみの循環利用、
食品廃棄物のリサイクル、持続可能な地域づくり、
3Rなどについての講演・講習や地域の環境活動
のサポート（金沢産ダンボールコンポストなど）に
も携わっています。研究とは別に大学と地域を結
ぶ活動として、幼稚園児の農業体験や附属農場で
の収穫祭などを実施しています。

Ｑ：今後の抱負をお聞かせください。
Ａ：ごみの問題は、最終的には社会をどう変えて
いくかにつながります。100年後、200年後の社
会がどうなっていくか、地域社会はどう進んでいく
べきか、ごみを入口に明らかにして、提案すること
が最終的な目標です。ごみは、人間が生きている
限り、必ず発生するものです。ここを変えれば、社
会が変わるのではないかと感じています。
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和歌山県岩出市出身。工学博士。
独立行政法人科学技術振興機構
研究員等を経て石川県立大学に。
廃棄物資源循環学会、環境科学
会、LCA学会、土木学会に所属。
研究分野は環境システム工学。

生物資源工学研究所
講師　楠部 孝誠
                    （くすべ たかせい）

地域貢献の一環として附
属農場での収穫祭や幼
稚園児の農業体験に取
り組んでいます

ごみの有効活用から
循環システムの成立を考える
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教養教育センター（教育心理学研究室）

教授　澤田 忠幸 （さわだ　ただゆき）
[Profi le]1962年大阪生まれ。京都大学文学研究科博士
課程単位取得退学。愛媛県立医療技術短期大学講師、
助教授、愛媛県立医療技術大学准教授を経て、2016年
4月から現職。専門は発達心理学・教育心理学。

生産科学科（植物遺伝育種学分野）

助教　高木 宏樹 （たかぎ　ひろき）
[Profi le]1984年富山県生まれ。新潟大学修士課程修
了。株式会社HOBを経て岩手生物工学研究センター
へ入社。在職中に岩手大学大学院連合農学研究科博士
課程修了。2016年4月から現職。専門は、植物遺伝育
種学。

生産科学科（動物繁殖学分野）

教授　長井　誠 （ながい　まこと）
[Profi le]1961年石川県金沢市生まれ。金沢泉丘高校、
麻布大学(1986年)卒業。石川県職員として27年間勤
め、東京農工大学農学部獣医学科で特任准教授として
4年2 ヶ月の勤務を経て、2016年4月から現職。専門
は家畜繁殖学、家畜衛生学、ウイルス学。

生物資源工学研究所（植物細胞工学分野）

准教授　小林 高範 （こばやし　たかのり）
[Profi le]1975年静岡県浜松市生まれ。2003年東京大学
大学院農学生命科学研究科博士（農学）。東京大学大学
院特任助教、科学技術振興機構さきがけ研究者、石川
県立大学特任准教授等を経て、2016年4月から現職。
専門は植物栄養学。

　　自己紹介

生まれてから30年あまりを関西で過ごした後、愛媛県で19年間
過ごし、今年度から石川県民になりました。最初は、通勤ルート以
外は理解できていなかったのですが、最近、やっと金沢・野々市
近辺の地図が頭に入ってきて、道に迷うことが若干少なくなって
きました。石川県は自然が豊かで、食べ物が美味しいので、休日に
は、いろんな所に出かけてみようと思っています。どうぞよろし
くお願いいたします。

　　研究テーマと意気込み

専門は発達心理学・教育心理学で、他者の感情を理解する力や自
分の感情を制御する力がどのように発達するのか、職業生活や子
育ての体験は成人期の精神的健康とどのように関連しているのか
について研究しています。また近年は、新入生に対する有効な学
習支援のあり方について、アクティブラーニングや協同学習とい
う観点から実践研究を行っています。講義や演習を通して、学生
の思考や価値観と向き合い、日々格闘中ですが、他者と学びあう
というプロセスの中で、人はどのように成長していくのかを明ら
かにできればと考えています。

　　自己紹介

これまで、ユリ科やイワタバコ科の花き園芸植物、イネやアワと
いった穀物の育種に携わってきました。花き園芸植物では、形質
転換技術や培養変異などを利用した育種を行い、イネやアワにつ
いてはDNAマーカー選抜を用いた効率的な交配育種に携わって
きました。自然豊かな石川で、これまで培った技術を活かして、
様々な植物の育種に挑戦したいと思っています。

　　研究テーマと意気込み

近年、次世代シーケンサーという機械が開発され、様々な生物種
において全ゲノム情報を利用することが可能になりました。私の
研究室では、次世代シーケンサーによる全ゲノム解析技術を用い
て育種・栽培上重要な遺伝子を見つけることを行っています。有
用な遺伝子が見つかった際には、石川県で栽培されている様々な
伝統野菜の育種にも取り組んでいきたいと思っています。

　　自己紹介

石川県で生まれ育ち、石川県職員として定年まで働くつもりが、
いつしか研究と教育の道に惹かれて石川県職員を辞めて石川県を
飛び出しました。初めて教員となった東京農工大学では獣医学教
育に興味を覚え、所属していたラボで始めた家畜のウイルスの研
究が順調に進み始めた矢先、故郷に戻って、かつて畜産試験場で
従事していた繁殖学の分野に戻ってきました。金沢市の山野市長
とは中学、高校の同級生であり、山野市長の活躍に刺激されてお
ります。故郷の大学である石川県立大学で教育、研究に全力で取
り組んでまいる所存です。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　　研究テーマと意気込み

私は県職員であったころからずっと家畜に関する仕事をしてきま
した。石川県は畜産の盛んな県ではありませんが、畜産の盛んな
長野県や愛知県からの学生も少なくないと聞きます。県の畜産試
験場時代に経験した家畜繁殖の仕事は農家の経営に直接関係する
大切な仕事でした。この現場で経験した知見を学生諸君に伝え、
研究では現場に密接した畜産に役に立つ研究をしたいと考えてお
ります。

　　自己紹介

静岡県浜松市、東京都目黒区・文京区、千葉県我孫子市と太平洋側
で35年間を過ごし、5年前に石川に赴任となりました。当初は日本
海側の気候に適応できるか少し不安でしたが、石川の豊かな海と山、
美しい田園地帯が広がる平野、綺麗な空気と水、四季折々の様々な
表情を見せる気候といった自然環境が大好きになりました。さらに北
陸の豊かな文化と石川県立大学の優れた教育・研究環境が加わり、
この大変恵まれた環境で長く研究・教育に取り組んでいきたいと思っ
ております。どうぞよろしくお願いいたします。

　　研究テーマと意気込み

鉄は私たち人間だけでなく、全ての生物にとって必要な栄養素ですが、
土の中の鉄はほとんど溶けていないため、植物にとって鉄は吸収しにく
い元素です。植物が鉄不足を感知して積極的に鉄を吸収しようとする
メカニズムを研究し、植物の鉄センシング機構を解明したいと考えて
います。また、この機構を応用して、世界的に鉄欠乏が問題になってい
る石灰質土壌などの不良土壌でもよく育つ作物や、可食部に鉄や亜鉛
などのミネラルを多く含む作物の開発を進めています。学問の楽しさ
を多くの人に伝えられるような研究・教育をしたいと考えています。

新たに着任した教員を紹介します
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生物資源工学研究所（環境生物工学研究室）

助教　馬場 保徳  （ばば　やすのり）
[Profi le]岐阜県出身。山形大学農学部、京都大学大学
院農学研究科修士課程修了。キユーピー株式会社、東
北大学大学院農学研究科博士後期課程修了。日本学術
振興会特別研究員等を経て、2016年4月から現職。専
門は、応用微生物学。

生物資源工学研究所（応用微生物学研究室）

助教　松﨑 千秋  （まつざき　ちあき）
[Profi le]石川県出身。神戸大学大学院自然科学研究科
博士前期課程修了。石川県立大学大学院生物資源環境
学研究科博士後期課程修了。2016年2月から現職。専
門は応用微生物学。

　　自己紹介

修士課程修了後、食品メーカーの研究員をしていましたが、研究・
教育・社会貢献に取り組み得る大学教員という職に惹かれ、博士課
程に入り直し、現在の道に進みました。そのため、現在の専門は微生
物を利用したバイオエネルギー生産や除染ではありますが、日持ち
のする加工食品（おもに冷凍・チルド）も多少作ることができます。
どうぞよろしくお願い致します。

　　研究テーマと意気込み

学生時代から、微生物によるバイオエネルギー生産を研究しており
ましたが、2011年の震災により、研究への想いはより強固なものと
なりました。当時は宮城県に住んでおり、ガソリン、電気、ガスを使用
できない状況でした。「こんなときこそ、バイオエネルギーの出番で
はないのか」と悔しい思いをしました。再生可能エネルギーとして太
陽光や風力は有名ですが、微生物によるバイオガス発酵も、有機性
のゴミさえあれば、可燃性ガス（メタン）や電気を作ることができます。
さらに、現在では放射性汚染作物の除染にも取り組んでいます。石
川県には、これらに活用できる魅力的な微生物資源があると感じて
います。研究成果を社会還元するべく取り組んで参ります。

　　自己紹介

博士前期課程終了後、食品流通企業に就職して、野菜や果物の“お
いしさ”の品質管理や“おいしい”商品の開発に携わってきました。
その経験からか、（それとも生まれつきの食いしん坊のためか）、石
川に戻り改めて石川の食材のおいしさとそれを活用した食文化のレ
ベルの高さに驚きました。石川の食品の品質と味の向上のための仕
事に携わることが出来る幸せをかみしめております。がんばりますの
でどうぞご期待ください！

　　研究テーマと意気込み

ヨーグルトを製造する菌として良く知られている乳酸菌の研究をして
おります。乳酸菌は、おなかの中で腸内の環境を整えたり、病原菌に
対する抵抗力を高めたり、アレルギーに対して抑制効果を持ってい
たりと、とてもアメイジングな菌です。しかしその作用機序の全貌は
未だ解明されておりません。この大学で、乳酸菌が人の健康に与え
る作用機序の分子的メカニズムの一端を解明する、先駆的研究をし
ていきたいと考えております。

青山咸康名誉教授が
日本農業工学会賞 2016 を

受賞しました
◆

青山先生は、これまでにも農業土木学会賞

や国際水田・水環境工学会の国際賞を受

賞されていますが、今回はダムや頭首工な

どの農業水利施設の耐震性等に関する一

連の業績が、東日本大震災におけるダム等

の被害軽減や、現在一斉に実施されている

耐震性能の評価に貢献していると評価さ

れました。

受賞

食品科学科（食品生化学分野）

助教　東村 泰希 （ひがしむら　やすき）
[Profi le]1983年京都府生まれ。2011年大阪府立大学
大学院生命環境科学研究科博士後期課程を修了。博士
（応用生命科学）。日本学術振興会特別研究員、京都府
立医科大学生体食品機能学講座助教を経て2016年4
月から現職。専門は生化学、栄養化学。

　　自己紹介

京都に生まれ、学生時代を大阪で過ごしました。その後、京都で教
員活動をスタートさせ、今年から石川県民となりました。金沢は
北陸の小京都といわれるだけあり、その町並みに親しみと懐かし
さを感じながら日々を過ごしています。こちらは食べ物、特に海
産物の鮮度が高く、スーパーで買った刺身のおいしさに驚きを感
じています。また、兼六園をはじめとし、茶屋街や市場、末松廃寺
跡など多くの観光スポットがありますので、これから少しずつ探
訪してみたいと考えています。

　　研究テーマと意気込み

消化管は単なる消化・吸収器官に留まらず、ホルモン分泌や免疫
応答など、実に多彩な機能を秘めていることが明らかとなってき
ています。また腸内に生息する腸内細菌と私達の健康との関係性
は、近年、最も研究が盛んなトピックの一つとなっています。私は
主に大腸がんや大腸炎・潰瘍形成といった腸管に発症する疾患を
対象とした研究をしています。上記に挙げたような多彩な腸管機
能や腸内細菌叢の異常が、これら疾患の発症にどのような影響を
及ぼしているかについて生化学的に解析し、食品を用いた予防法
の確立へと展開させていきたいと考えています。



　平成 28 年度石川県立大学公開講座が 5 月28日、「県大から発信
する食の安全・安心」をテーマに野々市市情報交流館カメリアで
開催され、詰めかけた市民らが熱心に聴講しました。今年度は野々
市市、同市教育委員会、同市消費生活センター、ののいちコミュニ
ティカレッジプレ講座との共催となり、開催にあたって熊谷英彦
学長、堂坂雅光野々市市教育委員会教育長から挨拶がありました。

産学官連携学術交流センター 〒921-8836 石川県野々市市末松1-308
TEL 076-227-7566    FAX 076-227-7557

石川県公立大学法人

相模女子大学　三輪操教授 中口義次准教授 西本壮吾准教授 小西康子教授

　招待講演では「食品添加物ほんとうの話」と題して、

相模女子大学栄養科学研究科 ・ 管理栄養学科の

三輪操教授が、情報を鵜呑みにすることなく、食品添

加物に関する科学的裏付けのある正しい知識をもと

に食品を選択するポイントについて解説しました。

　本学の中口義次准教授は、身近な食中毒の主な原

因となる微生物、食品と食中毒病原体の関係を解説

し、アジアからの輸入食品も含めて石川県の住民が

口にする食品について食中毒を防ぐための多数の留

意点を紹介しました。

　西本壮吾准教授は、特別な仕組みで食品を「自己」

と判断する人間の免疫システムを説明したうえで、特

定の食品を「非自己」と判断して過剰反応を引き起こ

す食物アレルギーの原因食品を紹介し、アレルギー

が起こる理由を生活環境と関連づけて説明しました。

　小西康子教授は、わが国の食の安全を守る仕組み

の概略説明に続き、残留農薬を例に化学物質のリス

ク評価に関する考え方を解説、化学物質摂取量と健

康への影響を科学的にとらえる基本的考え方を紹介

しました。

平成27年1月～ 12月

「県大から発信する食の安全・安心」

― 添加物・食中毒・アレルギー・化学物質リスク ―
多 彩なテーマで科 学 的 裏 付けに基づく知 識を提 供

平 成 2 8 年 度  石 川 県 立 大 学 公 開 講 座

■  石川県立大学  開放特許
特許出願日

代表発明者

発明の用途

発明の名称

2015年8月17日

環境科学科　准教授　百瀬年彦

ヒートパ イプ 及 び 該 パ イプ を 含 む 熱 輸 送 装 置
土のヒートパイプ現象を利用した熱輸送装置に関する発明で、ハウスの冷暖房エネル

ギー削減や、室内空調エネルギー削減、融雪技術など多様な分野における地中熱利用技

術として活用できる。


